
お
く
り
も
の

明
星
保
育
所
へ

●
畳
10
枚

阿
南
市
畳
商
業
組
合
様
か
ら

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
25
回
阿
南
市
活
竹
祭

日
時　
11
月
19
日
㈯　

午
前
９
時

～
午
後
３
時
30
分
頃
、
20
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
頃

場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
駐
車
場

内
容　
特
産
品
ま
つ
り
、
各
種
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
抽
選
会
、
お
も
ち
投
げ
、
全

国
丼
サ
ミ
ッ
ト
、
県
外
６
市
（
泉
佐

野
市
・
御
坊
市
・
五
條
市
・
泉
大

津
市
・
安
芸
市
・
室
戸
市
）
友
情

出
店
、
県
南
ス
イ
ー
ツ
カ
フ
ェ
ほ
か

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
活
竹
祭

実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
観
光

労
政
課
内
☎
22

－

３
２
９
０
）
へ

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
を
活
用

し
自
ら
の
手
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

助
成
対
象　
次
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。

▼
市
の
活
性
化
お
よ
び
地
域
の
振

興
に
つ
な
が
る
市
民
の
自
発
的
な

活
動
（
地
域
イ
ベ
ン
ト
・
文
化
活

動
・
ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
）

▼
海
外
視
察
研
修
（
本
市
に
２
年

以
上
在
住
し
年
齢
が
満
10
歳
か
ら

49
歳
ま
で
の
方
で
、
視
察
研
修
の

体
験
が
地
域
づ
く
り
の
実
践
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
方
）

申
請
方
法
お
よ
び
交
付
の
決
定

　

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
定

住
促
進
課
備
え
付
け
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
12
月

22
日
㈭
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
助
成
の
選
考
と
金
額
な
ど
詳

細
は
基
金
運
営
委
員
会
の
審
議
を

経
て
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

定
住
促
進
課

（
☎
22

－

７
４
０
４
）
へ

有
害
鳥
獣
捕
獲
の

ご
理
解
ご
協
力
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、
農
作
物
の
有
害
鳥

獣
被
害
防
止
の
た
め
、
銃
器
や
檻

等
に
よ
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
作
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
の
安
全
確
保
を
第
一
に
作
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

捕
獲
区
域　
阿
南
市
全
域

問
い
合
わ
せ
は　

農
林
水
産
課

（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

７
０
０
号
、58
年
間
、

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
の
架
け
橋 

～

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
毎
月
「
広
報
あ
な
ん
」
を

ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
２
人
の

職
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
の
動
き
を
心
を
込
め
て
編

集
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
々
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
知
恵
を
絞
っ
て
い
ま
す
。

「
広
報
あ
な
ん
」
の
腕
章
を
つ
け
た
職
員
と
接
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
取
材
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。
58
年
間
の
阿
南
市

の
歩
み
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
事
象
が
貴
重
で
あ
り
、

市
民
の
か
け
が
え
の
な
い
宝
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回

を
一
つ
の
区
切
り
と
し
、
新
た
な
宝
物
を
積
み
上
げ

て
い
く
ス
タ
ー
ト
が
き
ら
れ
ま
す
。

　

昭
和
33
（
１
９
５
８
）
年
５
月
１
日
、
県
下
４
番

目
の
市
と
し
て
阿
南
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
世
相
は

大
衆
文
化
が
大
き
く
花
を
開
き
、
当
時
の
皇
太
子
明

仁
殿
下
と
正
田
美
智
子
さ
ん
と
の
ご
婚
約
が
発
表
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
確
実
に
世
の
中
は
良
く
な
る
と
い
う

夢
が
始
ま
っ
た
年
で
し
た
。

　

こ
の
年
の
６
月
、「
広
報
あ
な
ん
」
の
初
版
が
、

市
民
の
手
に
届
き
ま
す
。
初
代
市
長
の
沢
田　

紋あ
や

氏

は
、
市
政
の
抱
負
と
題
し
、「
行
政
の
執
行
は
住
民
の

協
力
な
く
し
て
は
円
滑
に
行
か
な
い
の
で
、
市
が
行

わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
広
報
活
動
等
に
よ
り
住
民
に

周
知
徹
底
す
る
方
策
に
十
分
考
慮
を
払
い
市
民
と
の

接
触
の
緊
密
化
を
図
り
た
い
」
と
表
明
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

以
降
、
財
政
再
建
団
体
の
ま
ま
誕
生
し
た
本
市
で

は
、
毎
号
、
財
政
状
況
を
掲
載
し
、
今
後
は
橘
湾
一

帯
に
臨
海
工
業
都
市
を
建
設
す
る
こ
と
を
起
死
回
生

策
と
し
て
、
赤
字
財
政
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
す
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
昭
和
34
（
１
９
５
９
）
年
８
月
に
神
崎
製

紙
（
現
在
の
王
子
製
紙
富
岡
工
場
）
が
操
業
開
始
。

そ
の
後
、
国
は
高
度
経
済
成
長
の
象
徴
と
し
て
、
昭

和
37
（
１
９
６
２
）
年
、
新
産
業
都
市
計
画
を
立
案

し
、
全
国
を
対
象
に
選
考
作
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

そ
の
年
の
11
月
16
日
に
は
、
河
野
一
郎
建
設
大
臣
が

市
民
の
熱
狂
的
歓
迎
の
中
、
橘
湾
を
視
察
。
翌
年
１

月
10
日
に
は
、
篠
田
弘
作
自
治
大
臣
が
歓
迎
煙
火
に

迎
え
ら
れ
橘
湾
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

篠
田
弘
作
大
臣
は
、
朝
日
新
聞
記
者
を
経
て
、
北

海
道
か
ら
代
議
士
に
当
選
。
直
情
径
行
で
武
勇
伝
の

多
い
政
治
家
と
し
て
勇
名
を
は
せ
て
い
た
実
力
者
で

し
た
。
熱
心
な
視
察
の
後
、「
通
常
国
会
を
ひ
か
え

て
忙
し
い
時
に
、
新
産
業
都
市
指
定
候
補
地
を
現
地

視
察
す
る
の
は
徳
島
県
だ
け
だ
。
そ
れ
だ
け
本
県
を

重
視
し
て
お
り
、
僕
だ
け
が
決
め
る
な
ら
文
句
な
し

に
本
県
を
指
定
し
た
い
!!
」
と
力
強
い
言
葉
を
残
し

帰
県
し
た
…
。
そ
し
て
、
同
年
７
月
12
日
の
閣
議
で
、

阿
南
市
が
新
産
業
都
市
に
指
定
さ
れ
た
の
で
し
た
。

先
人
の
熱
意
と
努
力
が
今
日
を
生
き
る
我
々
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

人
間
の
縁
は
不
思
議
な
も
の
で
す
。
阿
南
市
が
お

世
話
に
な
っ
た
故
篠
田
弘
作
大
臣
の
令
孫
、
篠
田
耕

太
郎
氏
は
、
現
在
、
王
子
製
紙
富
岡
工
場
工
場
長
代

理
と
し
て
、
阿
南
市
民
の
一
人
と
し
て
働
い
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
市
は
、
毎
号
が
待
ち
遠
し
い
と

思
っ
て
も
ら
え
、
縁
が
広
が
る
広
報
を
発
行
す
る
こ

と
に
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
利
用
し
た
情
報
伝

達
訓
練
（
全
国
一
斉
）
が
、
次
の

日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
に
併
せ
て
、

防
災
行
政
無
線
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
自
主
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の

訓
練
放
送
お
よ
び
登
録
制
メ
ー
ル

に
よ
る
試
験
配
信
を
行
い
ま
す
。

ご
家
庭
等
に
お
い
て
、
災
害
が
起

こ
っ
た
時
の
行
動
を
再
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

緊
急
地
震
速
報　

11
月
４
日
㈮　

午
前
10
時
頃

国
民
保
護
情
報　

11
月
29
日
㈫　

午
前
11
時
頃

※
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
等
に

よ
っ
て
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
は　

防
災
対
策
課

（
☎
22

－

９
１
９
１
）
へ

冬
休
み
小
学
生
英
語
教
室

　

阿
南
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
英
語
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
12
月
17
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

場
所　
富
岡
公
民
館
２
階　

ホ
ー

ル定
員　
60
人

※
申
込
み
が
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
の
往
信

面
に
①
学
校
名
②
学
年
③
児
童
の

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
性
別
⑤
住

所
⑥
引
率
者
の
氏
名
お
よ
び
電
話

番
号
、
返
信
面
に
住
所
と
保
護
者

の
宛
名
を
記
入
の
う
え
、
教
育
研

究
所
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
受

講
の
ご
案
内
は
、
返
信
用
は
が
き

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
12
月
６
日
㈫
（
当

日
消
印
有
効
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町

ト
ノ
町
12
番
地
３　

教
育
研
究
所

（
☎
22

－

３
３
９
５
）
へ

農
用
地
区
域
の
変
更
申
請

（
除
外・編
入
）は
お
早
め
に

　

本
市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
「
農

用
地
区
域
」
の
平
成
28
年
度
後
期

の
変
更
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
申
請

書
（
農
林
水
産
課
備
え
付
け
）
に

必
要
書
類
等
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
11
月
１
日
㈫
～
30
日

㈬提
出
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林
水

産
課
企
画
係（
☎
22

－

１
５
９
８
）

へ

　

自
営
業
を
営
ん
で
お

り
、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
ま
す
。
日
本
年
金
機
構

か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
納
付

忘
れ
の
月
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
、
納
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

年
内
に
納
め
れ
ば
今
年
分
の
控

除
対
象
と
な
り
ま
す
か
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料

は
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
国

民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す

る
控
除
証
明
書
の
内
容
は
、
本

年
１
月
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に

納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料

の
額
と
年
内
に
納
付
が
見
込
ま

れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

こ
の
控
除
証
明
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
保
険
料
以
外
に
年
内
に

納
め
て
い
る
保
険
料
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
領
収
書
を
添
付
す

れ
ば
合
わ
せ
て
税
金
の
控
除
対

象
に
な
り
ま
す
の
で
、
控
除
証

明
書
と
領
収
書
は
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

エコノミック・ガーデニングは、米国コロラド州リトルトン市という人口５万人の小さな町から始まった施策で、
企業誘致に頼らず、行政や公的支援機関、大学、金融機関等が連携し、地元企業が成長しやすい環境を作るとい
う地域経済活性化策です。
同市では、エコノミック・ガーデニングに取り組んだことにより、1990年から2005年までの15年間の間に就
業者数が約１万5,000人から３万5,000人に増加するとともに市の税収も３倍になるなど、今やその取組は全米
の多くの都市で広がりを見せています。国内においても、すでに大阪府や京都市、静岡市、行田市、鳴門市でも
その取組が始まろうとしています。

日時　11月４日㈮　16:00～　　場所　阿南市商工業振興センター２階　展示ホール（ＪＲ阿南駅東）
参加費　無料	

阿南市の中小企業をみんなで元気にすることが、阿南市の元気につながります。どなたでも自由にご参加できま
すので、ぜひお越しください。
問い合わせは　商工観光労政課（☎22ー3290）または	阿南商工会議所（☎22ー2301）へ

エコノミック・ガーデニング講演会のご案内
～ 阿南市の中小企業を元気に！ ～

講師　拓殖大学　政経学部　教授　山本尚史さん　
山本教授は、エコノミック・ガーデニング研究の第一人者として、静岡県藤
枝市や栃木県足利市、鳴門市にてアドバイザーとして、導入実施に向けて、
指導された方です。
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阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
を
募
集

　

平
成
29
年
４
月
採
用
職
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種　

▼
社
会
福
祉
士

応
募
資
格　
昭
和
56
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
社
会
福

祉
士
資
格
（
取
得
見
込
可
）
を
有

し
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

す
る
方

採
用
予
定
人
員　
１
人
程
度

▼
介
護
支
援
専
門
員
、
介
護
福
祉

士
、
看
護
師
（
准
看
護
師
不
可
）

応
募
資
格　
昭
和
45
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
介
護
支

援
専
門
員
、
介
護
福
祉
士
ま
た
は

看
護
師
（
准
看
護
師
不
可
）
の
い

ず
れ
か
の
資
格
（
取
得
見
込
可
）

を
有
し
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
有
す
る
方

採
用
予
定
人
員　
４
人
程
度

申
込
期
間　
11
月
１
日
㈫
～
25
日
㈮

第
１
次
試
験
日　
12
月
11
日
㈰

申
込
方
法　
阿
南
市
社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉
課
に
備
え
付
け
の

「
受
験
申
込
書｣

に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
地
域
福
祉
課
へ
持

参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
申
込
を
さ
れ
る
方
は
、
定

型
（
２
３
５
㎜
×
１
２
０
㎜
）
の

封
筒
に
宛
名
を
記
入
し
て
、
切
手

（
３
９
２
円
）
を
貼
付
、
同
封
の

う
え
、
必
ず
「
書
留
郵
便
」
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
11
月
25
日

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

無
料
相
談
日
の
ご
利
用
を

　

暴
力
に
関
す
る
問
題
で
お
困
り

の
方
、
警
察
と
弁
護
士
会
お
よ
び

暴
追
セ
ン
タ
ー
で
は
「
集
中
相
談

日
」
を
開
設
し
、
無
料
相
談
に
応

じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　
11
月
26
日
㈯　

午
後
１
時

～
４
時

場
所　
ク
レ
メ
ン
ト
プ
ラ
ザ
ビ
ル

（
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
ビ
ル
）
４
階　

特

設
会
場

問
い
合
わ
せ
は　
警
察
本
部
暴
力

追
放
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
８
８

－

６

２
６

－

０
１
１
０
）
ま
た
は
（
公

㈮
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

※
「
試
験
要
項
」
お
よ
び
「
受
験

申
込
書
」
は
、
10
月
27
日
㈭
以
降

に
お
渡
し
し
ま
す
。
た
だ
し
、土
、

日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

※
試
験
の
詳
細
は
、「
試
験
要
項
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

〒
７
７
４

－

０
０
３
０　

富
岡
町

北
通
９
番
地　

阿
南
市
社
会
福
祉

協
議
会（
☎
23

－

７
２
８
８
）へ

阿
南
市
成
人
式

　

平
成
29
年
「
阿
南
市
成
人
式
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　

平
成
29
年
1
月
8
日
㈰　

午
後
１
時
開
式
（
受
付
：
午
後
零

時
30
分
～
）
※
式
終
了
後
、
記
念

撮
影
を
行
い
ま
す
。

場
所　
市
民
会
館

該
当
者　
平
成
８
年
４
月
２
日
～

平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
①
阿
南
市
に
住
所
を

有
す
る
方
、
②
阿
南
市
出
身
で
出

席
を
希
望
さ
れ
る
方

ご
案
内　
①
の
方
に
は
案
内
状
を

郵
送
し
ま
す
。
②
の
方
は
、
お
手

数
で
す
が
、
11
月
25
日
㈮
ま
で
に

出
身
地
区
の
公
民
館
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

※
高
校
生
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

財
）
徳
島
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０

－

８
９
３

－

１
７
１
）
へ

あぶない ! こんなに事故が
交通
事故

件　数
死　者
負傷者

195件（1,878）
0人（    3）
29人（256）

救急 件　数
搬送人員

304件（2,652）
282人（2,561）

火災 件　数
損害額

6件（  38）
4,027千円（19,290千円）

●阿南署管内平成28年10月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

新しい出逢いのために、自分らしく輝いて、ハッ
ピーな毎日を過ごしてもらえるような講演会を
開催します。多数ご参加ください。ラジオカー
も来ます。
日時　12月17日㈯　10:00～12:00（9:30開場）
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
定員　150 人
参加費　無料
※くわしくは、阿南de 愛隊ホームページをご
覧ください。

問い合わせは　
阿南de愛隊（定住促進課内☎22−7404）
e-mail:konkatsu@city.anan.tokushima.jp
または四国放送ラジオ営業部
（☎ 088−653−7533）へ

四国放送アナウンサー
中山千桂子さん講演会

「今日も一日ハッピーに！」

伊島ささゆり保全の会では、ささゆりの育生場所
「光が届く明るい林や草原」を取り戻すための『間
伐・草刈り』を実施します。活動に参加して、ふ
るさとの宝を一緒に守りませんか。
対象　18歳以上の健康な人
日時　11月13日㈰　8:15～15:20
集合場所　答島連絡船乗り場
定員　20人程度
参加費　2,540円（往復船代、保険料、昼食代）
持参物　飲み物、軍手、タオル、長靴、雨具など
申込方法　氏名、住所、電話番号を記入のうえ、
メールでお申し込みください。
申込みアドレス　sasayuri181@gmail.com
問い合わせは　環境保全課（☎22−3413）へ

伊島ささゆり生育地の
草刈り等の
ボランティア募集

○市税の納付には口座振替が便利です
口座振替は、納期ごとに指定された預貯金口座から自動的に振り替えて納める制度です。納め忘れや金
融機関等へお出かけになる必要もなくなり、お忙しい方、不在がちな方は、特に便利です。お申し込み
は、次の金融機関窓口または納税課へ。

【金融機関】阿波銀行、徳島銀行、高知銀行、四国銀行、阿南信用金庫、四国労働金庫、
　　　　　　阿南農業協同組合、東とくしま農業協同組合の各店舗、
　　　　　　徳島県信用漁業協同組合連合会本所の各店舗、全国の郵便局（ゆうちょ銀行）

※手続きには、最短でも１カ月半程度かかります。
※市税等を口座振替により納付されている方に「口座振替済通知書」をお送りしていましたが、経費削
減および省資源化の観点から、平成29年度より送付を廃止させていただきます。今後はお手元の預
貯金通帳への記帳にてご確認ください。市民の皆さまのご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

○市税の日曜窓口と延長窓口について
仕事の都合などで平日の時間内に金融機関や市役所に行く時間がとれない方の利便性を高めるため、市
税の納付や納税の相談を受け付けています。

【延長窓口】毎月第１・第３水曜日（18:15まで)
　　　　　　11月２日㈬・16日㈬　　　　　　12月７日㈬・21日㈬

【日曜窓口】毎月最終日曜日（8:30から17:00まで）
　　　　　　11月27日㈰・12月25日㈰

※11・12月の日程のみ記載しています。平成29年１月以降も開設していますのでご利用ください。

税についてのご相談、お問い合わせは納税課（第１仮庁舎２階）へ
問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

徳島県と県内全市町村は、税の公平性を確保し、納税者の信頼を守るため、連携して県下一斉に
徴収を強化します。

徳島県・県内全市町村

税の納め忘れはありませんか？
阿南市では納期内納付を推進しています。

県下一斉
県税・市町村税

催告しても納付していただけない滞納者に対しては、
財産の差押などの滞納処分を行います。

月

月

11

12 徴収強化月間
すマ第14－143号
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出
場
チ
ー
ム
・
参
加
者
募
集

第
41
回
阿
南
駅
伝
大
会

日
時　
12
月
11
日
㈰　

午
前
９
時

15
分
開
会
式
（
10
時
ス
タ
ー
ト
）

場
所　
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー

部
門　
▼
一
般
の
部（
男
女
混
合
）

▼
女
子
の
部
（
女
子
の
み
）

参
加
資
格　
中
学
生
以
上
の
５
人

か
ら
10
人
ま
で
の
チ
ー
ム
（
市
外

か
ら
の
出
場
者
歓
迎
）

コ
ー
ス　

ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン

タ
ー
周
回
コ
ー
ス
：
総
距
離
14
・

８
㌔
（
全
５
区
間
）

距
離　
１
人
２
～
４
㌔

参
加
料　
１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円

申
込
期
間　
11
月
18
日
㈮
ま
で

第
45
回

阿
南
市
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

日
時　

平
成
29
年
１
月
22
日
㈰　

午
前
９
時
開
会
式
（
９
時
30
分
～

ス
タ
ー
ト
）

場
所　
Ｊ
パ
ワ
ー
＆
よ
ん
で
ん
Wa

ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

種
目　
①
小
学
４
年
・
５
年
・
６

年
生
の
部　

女
子
１
・
７
㌔　

男

子
２
・
２
㌔
②
中
学
生
の
部　

３

㌔
（
男
女
別
）
③
高
校
一
般
の
部

３
㌔
（
男
女
別
）
④
壮
年
の
部
３

㌔
（
男
女
別
）

募
集
定
員　
４
０
０
人（
申
込
順
）

参
加
資
格　
小
学
４
年
生
以
上

参
加
料　
中
学
生
以
下
無
料　

高

校
生
以
上
５
０
０
円

申
込
期
間　
11
月
１
日
㈫
～
12
月

16
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課（
☎
22

－

３
３
９
４
）

へ
き
て
、み
て
、ふ
れ
あ
い
祭

日
時　
11
月
２
日
㈬　

午
前
10
時

～
正
午

場
所　
適
応
指
導
教
室
ふ
れ
あ
い

学
級（
阿
南
社
会
福
祉
会
館
４
階
）

内
容　
作
品
・
行
事
写
真
展
示
、

バ
ザ
ー
「
稲
村
水
産
」：
稲
村
健

一
さ
ん
（
青
少
年
健
全
育
成
セ
ン

タ
ー
）
干
物
を
た
く
さ
ん
用
意
し

て
い
ま
す
、
中
西
康
富
さ
ん
（
元

阿
南
市
消
防
本
部
消
防
長
）
に
よ

る
腹
話
術
、
ふ
れ
あ
い
学
級
生
に

よ
る
合
唱
、
生
杉
孝
晴
さ
ん
（
青

少
年
健
全
育
成
セ
ン
タ
ー
）
に
よ

る
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

駐
車
場　
ふ
れ
あ
い
学
級
駐
車
場
、

商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

問
い
合
わ
せ
は　
適
応
指
導
教
室

ふ
れ
あ
い
学
級（
☎
22

－１
２
５
０
）へ

今回は、私の活動を紹介します。私は、バヌアツ保健省の予防接種拡大課に配属され、ワクチンの医療
機関への配布や適切な温度管理の下、移送・保管されるようサポートをしています。しかし、多くの島
から構成されるバヌアツでは、これらは一筋縄ではいきません。ワクチンを運ぶ命綱は飛行機ですが、
遅延や突然のキャンセル、ワクチンが空港へ放置されることもあります。また、道路が整備されていな
いため看護師たちは山や海を移動しますが、長時間の移動はワクチンの品質低下を招きます。簡単には
解決できないように思えますが、できることから前に進むしかありません。例えば、ワクチンの特性に

ついて看護師へ伝えること、ワクチン発送時は離島にいる看護師との連
絡を密に図り、放置を防ぐことなど、小さな積み重ねが大切です。
話は変わりますが、私の配属先は、日本の支援により今年６月に改築さ
れました。また、一部のワクチンも日本の支援により提供されています。
私たち日本人の幸せのおすそ分けが、確実に届いているのだと思うとう
れしく感じませんか?!
次回は離島についてご紹介します。

～バヌアツの子どもたちにワクチンを届けるために～ 渡邊李里紗さん

青年海外協力隊員からの手紙 Vol.3

「外に働きに出たいけど、子育て・介護でなかなか出ていけない…」このよう
な悩みをお持ちの方、時間や場所にとらわれないテレワークという働き方をご
存じですか。
ワークショップでは、テレワークの概要や、在宅でできる仕事の内容等につい
て、現役女性テレワーカーから話を聞くことができます。また後日、希望者に
対してテレワークの実務研修講座を開催する予定です。
お子さま連れ、幅広い年代の方、家庭と仕事を両立できる新しい働き方の実現
に、一歩踏み出してみませんか。
日時　11月10日㈭　10:00～12:00　　場所　富岡公民館１階　和室
対象　市内在住の女性　　定員　10人（先着順）　　参加費　無料
申込方法　住所、氏名、年齢、電話番号、お子さま連れの場合はお子さまの年
齢を記入のうえ、電話、ファクスまたははがきでお申し込みください。
申込期間　11月１日㈫～８日㈫（当日消印有効）
※いただいた個人情報は目的以外に使用しません。
申込み・問い合わせは　〒774−8501　富岡町トノ町12番地３　

男女共同参画室（☎22−7401・FAX22−4785）へ

ささゆり通信第84号

女性のための働き方
ワークショップ
参加者募集

申込み・問い合わせは

阿南市商工観光労政課　宛て ☎22－3290　FAX22－0075
メールアドレス：shoukou@city.anan.tokushima.jp

※お寄せいただいた個人の情報は、本講座限りとします。

希望する
受講日時 （第１希望）　　　　　（第２希望）

住　所

連絡先 －　　　　－

氏　名

今、国を挙げて、ICT（情報通信技術）を活用した、場所や時間にとらわれない柔軟な働き方として、
「テレワーク」の活用が推進されています。
本市でも、このたび就労機会の創出と女性の活躍推進に向けて、テレワークによるプロライター育成
講座の実証実験に取り組むことになりました。本講座を受講することで、プロとしての書き方の基本
が学べ、新たな収入が得られるチャンスが生まれます。この講座の最大の特徴は、受講料（32,400円）
が別途必要ですが、産経新聞社グループから同額相当分の仕事が発注されることにより、継続的な指
導が行われることです。
つきましては、次の日程において説明会を開催しますので、参加ご希望の方は下記までお申し込みく
ださい。

※各回とも10人程度の受講者を募集しています。集中した希望がありましたら、調整させ
ていただく場合があります。

プロライター育成講座
説明会の開催 ２次募集のお知らせ

平成28年度阿南市サテライトオフィス＆テレワーク実証実験事業

11月19日㈯	 第１回　11:00～12:00
	 第２回　14:00～15:00
	 第３回　16:00～17:00　
11月20日㈰	 第４回　10:00～11:00
	 第５回　13:00～14:00
	 第６回　15:00～16:00
11月26日㈯	 第７回　10:00～11:00
	 第８回　13:00～14:00
	 第９回　15:00～16:00

阿南社会福祉会館４階（JR阿南駅前ビル）

開催日時

開催場所

★講師は、産経新聞社グル―プおよび協力会社の記者、編集者の方々です。未経験の方にも
安心した書き方指導を行ってくれます。

★申し込みは、説明会の３日前まで受け付けています。
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問い合わせは　野球のまち推進課（☎ 22− 1297）へ

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○ちりめん遊び“Ⅳ”四季を彩る五節句飾り　～６日㈰まで
○パステル曼荼羅 その日の心模様展　　８日㈫～ 20日㈰
○ kamannsa ☆クリスマス（パステル画）
　22日㈫～12月４日㈰
■体験コーナー

○親子で楽しく！ハンド＆ネイルケア　５日㈯　10:30～16:30
【申込締切日】４日㈮　【参加費】500円
【持参物】特になし　【定員】各回（１時間）３組まで

○クリスマスを描こう　27 日㈰　14:00 ～ 16:00
【申込締切日】25日㈮　【参加費】1,000円
【定員】５人　【持参物】なし

【お詫びと訂正】広報10月号に誤りがありました。
お詫びし、訂正いたします。
10ページ「3. 市税の内訳」に
（誤）	法人32億1,910万円、個人21億3,733万円
（正）	法人21億3,733万円、個人32億1,910万円
14ページ「阿南市における最近の後期高齢者医療費等の推移」
被保険者数　27年度（誤）	11,628　（正）11,631
１人当たり費用額　27年度（誤）	939,399（正）939,157

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

光 のまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！

11月の催し

●教育長報告
　①9月議会　代表・一般質問の主な内容と答弁について
　②県・市教育委員会合同学校訪問について
　③いじめ状況調査の結果について
　④学力・学習状況調査について
　⑤各種行事・研究発表会等の予定について
※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

９月定例会は、９月23日に開催されました。
内容については、次のとおりです。

教育委員会定例会だより

加茂谷で地域おこし協力隊として行っている活動は非常に多岐に渡り
ますが、私が特に力を入れているのは、加茂谷周辺の遍路道の整備や
保存に関わることです。
私が昨年の秋に２カ月以上かけて四国霊場を歩いて回ったことは前回
書きましたが、実はその後さらに15日間高野山や京都市内、奈良県
北部などを歩き続けました。そこで山々に標識が少ないことや、所に
よっては道が荒れていることに正直驚きました。初めてわかったので
す、四国の山々の遍路道が歩きやすかったのは、全国どこでも「あたり
まえ」のことではなかったのだと。
私が安全に四国遍路を完歩できたのは、地元の人々がいつも道をきれいにしてくれているおかげでした。
私は四国に戻って地元の人々に何かご恩返しができるような仕事をしたいと思うようになり、お遍路とし
て歩いて通った加茂谷に地域おこし協力隊として戻ってきました。
鶴林寺と太龍寺という２つの四国霊場に挟まれた加茂谷には、幾つもの遍路道が通っていますが、遍路道
沿いの地区である大井町や水井町の皆さんが定期的に草刈りや清掃をしています。四国最古の遍路道であ

る「かも道」や「いわや道」は『加茂谷へんろ道の会』が定期的に整備し、台
風の後などはすぐに倒木を除去するなど日々気を配っています。
この夏に東京の武蔵野大学が加茂谷に農業体験に来た際には、１日かけて太龍
寺周辺の遍路道を一緒に清掃しました。学生たちは山道や遍路道は何もしなけ
れば荒れて歩けなくなるのだと初めてわかったようです。もっと多くの若い世
代が四国の遍路道の素晴らしさを知り、これからもずっと大切に保存してほし
いと思います。

地域の新しい力となる

地域おこし協力隊だより
地域おこし協力隊の活動を紹介するコーナー。毎回、隊員が活動内容や地域の魅力を発信します。

岩本 昌子さん
（加茂谷地区）

vol. ４

〇徳島県中学校新人大会
３日㈷、５日㈯、12日㈯、13日㈰

○第１回全日本生涯還暦野球大会
19日㈯、20日㈰

○観光ツアー
26日㈯　13:00～17:00　三菱食品（大阪府）　
27日㈰　13:00～17:00　墨田ダンディーズ（東京都）

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアムほか

11月の日程

■貸借対照表（税抜）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
固 定 資 産 146億4,962万円 固 定 負 債 75億4,650万円
（有形固定資産） 146億4,902万円 企 業 債 75億4,650万円
土 地 3億4,042万円 流 動 負 債 6億8,785万円
建 物 4億9,427万円 企 業 債 5億1,261万円
構 築 物 132億2,949万円 営 業 未 払 金 7,442万円
機 械 及 び 装 置 4億7,685万円 営 業 外 未 払 金 197万円
車 輌 及 び 運 搬 具 766万円 そ の 他 未 払 金 7,168万円
工具器具及び備品 2,619万円 前 受 金 707万円
建 設 仮 勘 定 7,414万円 賞 与 引 当 金 等 680万円
（無形固定資産） 60万円 その他流動負債 1,330万円
電 話 施 設 利 用 権 38万円 繰 延 収 益 33億787万円
ソフトウェア使用権 22万円 長 期 前 受 金 33億787万円
流 動 資 産 13億4,875万円 資 本 金 27億682万円
現 金 預 金 10億6,888万円 資 本 金 27億682万円
営 業 未 収 金 2億5,272万円 剰 余 金 17億4,933万円
営 業 外 未 収 金 0万円 資 本 剰 余 金 6億3,568万円
そ の 他 未 収 金 523万円 利 益 剰 余 金 11億1,365万円
貸 倒 引 当 金 △1,492万円 負 債・ 資 本 合 計 159億9,837万円
貯 蔵 品 3,684万円
前 払 金 0万円
資 産 合 計 159億9,837万円

■収益と費用
（税抜）

■業務概況
給 水 戸 数 29,091（戸）

給 水 人 口 70,908（人）

年 間 有 収 水 量 9,419,242（㎥）

一 日 平 均 有 収 水 量         25,736（㎥）

一 般 用 有 収 水 量   8,057,323（㎥）

業 務 用 有 収 水 量   1,313,175（㎥）

湯 屋 用 有 収 水 量         33,424（㎥）

そ の 他 有 収 水 量         15,320（㎥）

収益費用

給水収益
11億6,615万円

その他　1,290万円
支払利息

２億70万円

減価償却費
５億4,714万円

受託工事収益
　5,772万円
加入金収益
　1,876万円

その他　1億6,468万円純利益　7,729万円

総係費
1億7,372万円

原水及び浄水費　2億37万円
配水及び給水費　1億3,639万円
受託工事費　5,880万円

費用
13億3,002

万円

収益
14億731
 万円
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仁

・制度改正により平成26年度に発生した利益剰余金11億6,999万5,037円は昨年度の
議決により資本金へ振り替えました。

　

平
成
27
年
度
も
引
き
続
き
水
道

事
業
の
使
命
で
あ
る
安
定
給
水
と

未
給
水
区
域
の
解
消
を
基
本
目
標

と
し
、
市
内
の
老
朽
配
水
管
の
布

設
替
工
事
を
順
次
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
水
源
地
施
設
監
視
シ
ス

テ
ム
を
災
害
時
に
も
有
効
利
用
で

き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
「
統
合

監
視
シ
ス
テ
ム
」
に
更
新
し
、
そ

れ
に
よ
り
経
費
面
で
も
建
設
改
良

費
の
抑
制
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

業
務
面
で
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
は
第
２
期
目
の
民
間
委
託
ス

タ
ー
ト
に
よ
り
、
今
ま
で
の
滞

納
整
理
、
収
納
、
窓
口
業

務
に
加
え
新
た
に
水
道

料
金
の
検
針
業
務
や
調

定
・
更
正
業
務
、還
付
・

充
当
業
務
、
水
道
の

開
閉
栓
業
務
等
も

加
え
て
委
託
業
務

の
内
容
を
拡
大
し

て
水
道
事
業
運
営

広報あなん 2016.11　1213　広報あなん 2016.11


